会　議　記　録

高松市附属機関等の会議の公開および委員の公募に関する指針の規定により、次のとおり会議記録を公表します。

	会 議 名
	第5回高松市文化芸術振興審議会

	開催日時
	平成26年7月25日(金)　17時～19時30分

	開催場所
	高松市役所　四番丁スクエア

	議    題
	(1)文化芸術振興計画（案）について
(2)その他

	公開の区分
	　　■　公開　　□　一部公開　　□　非公開

	上記理由
	

	出席委員
	青山委員、池田委員、鹿庭委員、鎌田委員、小西委員、
島田委員、多田委員、佃委員、津村委員、橋本委員、若井委員
計11人(4人欠席)

	傍 聴 者
	     0  人　　（傍聴席5人程度を確保）

	担当課および連絡先
	高松市文化芸術振興課　839－2636


	審議経過および審議結果

	会議を開会し、次の議題について協議し、下記の結果となった。

(1) 「文化芸術振興計画の基本的な考え方について（中間報告案）」について
（事務局）
・前回の審議会等を受けて、「計画の体系」等、修正を加えた点を説明。
（委員との質疑）
・「主な取り組み」に優先順位はあるのか？
→ナンバリング順ではない。重要取組は、審議会を経た上で、事務局で考えていく。

・ピアレビュー等評価の専門家の範囲は？

→制作者からアーテイストに及ぶ広範囲をイメージしており、それら専門家集団のキャラクターに応じて、または事業の様々な段階に応じて評価や検証を行っていく制度と考える。
・芸術士制度の見直し及び分野の拡大についての記載に、個別の各内容ではなく、「創造力の涵養を図る」と括った方が良いのでは。
→美術や音楽、演劇というジャンルは残し、共通するエッセンスを取り入れたプログラム事業(年代に応じた効果的な内容)を展開していく、と表現を変更する。
・讃岐漆芸の学習は、もっと柔らかい表現に。例えば、「讃岐漆芸を学ぶ機会の創出や生活の中で身近なものとして感じられるような工夫」と。
→了解。

・「情報の収集及び発信」の項目だけが、箇条書きであり、他の提言とスタイルを統一すべき。
→了解。
・「地域特有の文化の継承と創造」には、「食」も追加すべき。

→了解。

・「次代を担う子どもの育成」は具体的な表記に欠ける。

→具体性を持たせた表現する。

・「アートマネージメント」をもっと強く押し出す。

→美術館及びサンポートホール高松に専門的なディレクターを置いていることもあり、バランスに配慮した上で、事務局案は残す。

・地域文化や伝統の丹念な掘り起しを強調すること。

→事務局案は、それらを網羅した表現である。

・例示として、「中学生」、「イサム・ノグチ庭園美術館」だけではなく、ほかの年代や文化施設も表現に入れる。また対話型鑑賞といった具体例も挙げる。
→「小中学校時にイサム・ノグチ庭園美術館等を訪問し、対話による鑑賞など多角的に作品と触れ合う機会を創出。」と変更する。

・公共施設の鑑賞型からの脱却をアピールのこと。
→他との連携および提案型・創造型へのシフトを謳う。

・コミュニティセンターの役割の可能性は？
→文化施設を核とし、その特色を生かして、巡回性のあるアート企画を提案。

・進行管理はしっかりしてほしい。

→計画を作って終わりではなく、推進体制を敷き、進行管理を進めて行く体制をつくる。


	(2) その他について

(事務局)

・7月29日(火)に、橋本会長と島田副会長のお二人から、大西市長に「中間報告」すること、

・次回第６回審議会は、１０月２１日(火)午後５時から／市役所３階３３会議室にて予定、
・まとめられた「最終報告」は、１０月２４日(金)、会長と副会長のお二人から、高松市長へ答申をすることを、委員全員が了とした。
その他、委員から特に意見はなく、以上をもって、本日の会議を終了することとした。
以　上



